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２０１９．７．２
総会が無事終わりました
今年度の事務職員部総会が、６月２２日（土）に青森県教育会館で開催され、２０１８年度のたたかいの総括に関する件と、２０１９年度の運動方針などが承認されました。また、今年度も引き続き、部長には上野勝彦（八戸市立白銀中学校）、副部長には山﨑篤子（青森市立筒井小学校）と小野ひとみ（平川市立松崎小学校）を選びました。
上野部長のあいさつ、県教組本部からは和田執行副委員長が県教組を代表してあいさつしました。討論では学校現場の実態を中心に、要求書のことや学習会のことなどが話されました。
　○就学援助について
　　・入学前支給が昨年度よりもいっそう増えてきている。小学校での入学前支給も、階上町・東北町に続いて、青森市や外ヶ浜町でも実施。
　　・平川市の様式では校長の職印の押印もなくなり、簡単になっている。冬の学習会で、平川市の就学援助の様式について学習したい。
　○特殊勤務手当の実績報告について
・今年の4月分の実績の締め切りが、４月２６日であった。
・実績報告を見込みで提出して、あとで返納が生じたことがあり、その後の手続きが大変であった。だから教育事務所から言われても、見込みで提出するのを断った。
・実績報告を、確定したものだけを提出し、そうでないものは次の月の回すようにできないか。
・実績報告の締め日を毎月25日にするようにできないか。
　○旅費について
・みちのく有料道路や空港道路の料金を、旅費から支給できるようにしてもらいたい。
・新幹線で旅行する時の、駐車場代も旅費から支給できるようにならないか。先生方は、ぎりぎりまで授業をしてから、出張に向かうので、県庁職員と違って、学校の特殊性を理解してほしい。
・校長会にも理解していただき、校長からも県教委に要望してもらいたい。
・県人事委員会へも要求する必要がある。
○その他
・八戸市が、事務支援室をやめ「共同学校事務室」制度の試行に入る。

・教育事務所や地教委からのメールが多すぎて、窓口にアラル事務職員の負担が増大している。

・時間外勤務手当について、京都府では、学校単位で36協定を結んでいる。
・就学援助加配は、今年度の対象校は木造中学校の1校だけとなった。でも、加配校は、青森市の原別小学校と甲田中学校に配置されている。県単独の予算での配置になったようだ。
　　総会で話されたことは、夏の教育キャラバンや、秋の専門部交渉等に生かしていきます。
